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１Ｅ PDCA サイクルと評価 目標設定と評価の方法（講義、演習等） 
２Ａ コーディネーターの役割 ○○市におけるコーディネーターの役割と任務、活動の範囲（講義）２．コーディネー
ト技法 ２Ｂ コーディネート技法 コーディネート・スキル（演習等による例題の訓練） 









４Ｂ カウンセリング・スキル 非指示的なカウンセリング・スキル（ロールプレイング等） 
５Ａ 企画・設計・デザイン シナリオ・プランニング等を導入した戦略的なプランニング・スキル
（演習） 
５Ｂ ネットワーク論 ネットワーク形成、連携等（講義、実践事例紹介等） 
５Ｃ ネットワーク診断スキル ネットワーク診断スキル（演習） 

































































































































































































































































































































































































第１回 ３１名 ２０名 ８名 １名 ２名 
第２回 ３０名 １９名 ７名 ２名 ２名 
第３回 ２９名 ２０名 ６名 ２名 １名 
第４回 ３０名 １８名 ８名 ２名 ２名 



























「 家 庭 教 育 支
援 上 配 慮 す べ
き 人 権 意 識 を
知る」 
講師： 









































































































































































































































































  内訳 
 
受講者数計 
地 域 コ ー デ ィ ネ
ータ （ー学校支援
地 域 本 部 専 任 コ
ーディネーター）
その他 
第１回 ４５名 ３２名 １３名 
第２回 
(２日間) 
６２名 ４８名 １４名 













回 月 日  ９ :00  10:30 11:00  12:00 13:00 14:00   15:00 15:30  17:00 18:30































































動 ボ ラ ン テ ィ
ア 活 動 総 合 推
進 セ ン タ ー ア




















































「 地 域 コ ー デ ィ ネ
ー タ ー と 情 報 ～ 人
材 バ ン ク 構 築 へ の
一歩～」  
講師：札幌国際大
学 准 教 授  佐
久間章  
 








学 准 教 授  佐
久間章  
 































「 学 校 支 援 地 域 本
部 を ど う 活 か す か


















ﾈｰﾀｰ 森山勝美  
雲南市地域ｺｰﾃﾞｨ



























































































































































































































第１回 ４４名 ３５名  ８名  １名 
第２回 ４８名 ３４名 １３名  １名 

















































































回  月 日 10:00     11:15    12:15 13:15            16:30



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































十分に 身につ い て いると思う
 
どちらかと言えば身につ い て ると思う
 
あまり身に つ い て いない 思う
 


















社会教育の意義を理解している    ○   
１Ａ 
学習者の特性を理解している    ○   
国や県の生涯学習・社会教育施策を理解している    ○   
１Ｂ 
○○市の生涯学習・社会教育施策を理解している  ○     
学校教育の現状について理解している ○       
１Ｃ 
学校教育の課題について理解している  ○     
人権問題について理解している  ○     
１Ｄ 
人権に配慮した行動ができる  ○     
１ 
１Ｅ 個人情報保護と情報公開についての関係法規を理解している    ○   
24 2.7
○○市におけるコーディネーターの役割について理解している    ○   
２Ａ 
当事者間でメリット・デメリットがないように調整することができる  ○     
現状以上の状態をすべての当事者に提供することができる    ○   
２ 
２Ｂ 
改善の余地がない状態を常に選択することができる    ○   
9 2.3
地域情報の種類について理解している ○     
３Ａ 
地域情報の収集方法について理解している  ○   
地域情報を分類することができる  ○   
３ 
３Ｂ 
収集した地域情報のファイリングやデータベース化することができる    ○   
12 3.0
日常的に地域住民と情報交換することができる ○     
４Ａ 
相手の話に関心を示すことができる ○     
話の聞き役になることができる  ○   
４ 
４Ｂ 
相手の年齢・立場に応じた会話ができる  ○   
14 3.5
地域行事には必ず参加することができる  ○   
相談・交渉に自ら出向くことができる    ○   ５Ａ 
関係団体のキーパーソンを把握している    ○   
５ 
５Ｂ ネットワーク診断することができる      ○ 
8 2.0
問題の原因をつかむことができる  ○   
６Ａ 
学習プログラムを企画・立案できる  ○   
目標設定と評価の方法について理解している    ○  
６Ｂ 
評価を基にした改善策を提案することができる    ○  
６ 






































































成  果  指  標 (例) 現在値 目標値
「学校が楽しい」とこたえる児童生徒の割合   
「学校生活に満足している」とこたえる児童生徒の割合   
「授業がわかる」とこたえる児童生徒の割合   
児童生徒の１か月の読書冊数   
「地域の人にあいさつしている」とこたえる児童生徒の割合   
ボランティア活動をしている児童生徒の割合   
「授業や児童生徒指導により力を注ぐことができるようになった」とこたえる教員の割合   
生涯学習活動に取り組んでいる住民の割合   
地域で子どもをはぐくむ活動に参加した住民の割合   
学校支援ボランティアの登録者数   
学校支援ボランティアの活動件数   





























































A : コーディネーターの自己診断 
B : 実施主体(主催者)の事業診断 















































































②  地域情報の収集・組織化・提供に関する理解 
③  コーディネートに関する理解と技法 





   第３段階「スキルアップ研修②」※「スキルアップ研修①」修了者対象 
①  組織マネジメント 






 （２） 全体日程（日数・回数）  全６回 計36時間 
第１段階「養成研修」（４回４日16コマ） 


















































































































































































































































 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間 
導
入 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  ①何故 
 
 
  ②誰のために 
 
 





  ①いつ 
 
 
  ②どこで 
 
 
  ③何を 
 





  ①誰が 
 
 


































































第  回 テーマ： 













































































































































































 （２）全体日程（日数・回数）全14回 計60時間 





















































































































































































































 回 コマ テーマ（学習主題） 学習目標 主な学習内容 主な学習方法 予定講師 時間数 構造モデルの位置付け 












講義 市人権センター 6 
《基礎領域》 
１Ｄ：人権教育 



















































































































































































































































































































































































































































































 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間 
導
入 
































































































































 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間 
導
入 








































































 （２）全体日程（日数・回数） 全４回 計24時間 

















































事 例 研 究


















































講 義 及 び
演習 












































































































































































































































































































 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間
導
入 
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